
7　北川の地神碑（塔）

（1）地神碑

地神碑（塔）は、北川のあちこちで見られ、「地神様」と親しみをもって呼ばれて

いた。昔から社日（春分・秋分に最も近い戊の目）には、田畑の耕作を休み、講中で

地神様のお祀りをしていた。専業農家の減少により次第にすたれている。

地神は大地の神様、すなわち五穀の豊作をもたらす神様であり、そこから地神信仰

が生まれてきた。そのため地神碑（塔）を作り、お祀りするようになった。私たち郷

土には江戸時代の中期以降に五穀豊穣・家内安全などを祈願するヨリシロとして地神

碑が祀られてきた0地神碑（塔）は、大きく分けて五角柱の形状のものと自然石で作

られたものとある。地神様は道べりや空き地等に祀ってあり桐はない。

岡山県下の地神碑を広く調査した研究者によると、「江戸時代後期の文化・文政

（1804～）頃より見られ、天保期（1830～1843）が最も多い。これは飢饉（天候異変

や病害虫で五穀が実らず、飢え死にする）に見舞われた時期と重なる。長引く飢饉の

もとで、五穀豊穣を願い、大地への祈りの現れが、地神碑の建立であろう。」と推察

している。

辻の地神碑に建立時期が天保十二年二月（1841）と、刻印してあり、研究者の推察

を裏付けている。この事から、北川の地神碑の建立は、おおむね江戸時代後期ではな

いかと推測している。

山手の地神碑には、建立年月は見えないが、下山手講中とあり、庄屋さんや分限者

ではなく、地区の人々が建立費用を出し合って建立したことがうかがえる。

（2）自然石の地神碑

（ア）馬場の地神碑
・建立場所　薬師様参道脇
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五角柱地神碑に彫刻されている

代表的な神の名前

心石に別印されている地神とその配置

天照皇大神
（北側から拝む）



（イ）山田の地神碑

・建立場所　山田辻堂の所

（ウ）山崎の地神碑

・建立場所　武宮車参道上り口

（エ）浅香の地神稗・堅牢地神

・建立場所　石鉄神社参道登り口

・神柱　高さ90cm　横幅45cm

56

（オ）峠の地神稗

・建立場所 S氏宅の南側



（が　下井立の地神碑

・建立場所　井立川の左岸

嘉永6年（1853）の記録には10名の

名前が記してある。以来だいたい伝統行

事として継続されている。

（2月・8月実施）近年の記録による

と昭和54年2月、6名の名前が記録

されている。

（ク）小池の地神碑

・建立場所　昭和四国79番霊場

（キ）花屋の地神碑

・建立年月日　　不明

・建立場所　　　花屋ゴミステーション

・刻字　　　　　南無堅牢地神

・行事　　大正11（1922）年から昭和

17（1942）年までは花屋講中18軒で

「地神講」をしている。

（花屋講中「地神講日記」による。

（ケ）正源寺の地神碑

・建立場所　ゴミステーション横



（コ）有江の地神碑

・建立場所　有江自治会館敷地

平成21年（2009）現在地に

移転される。

二が汁、．甘ミ　　ニ⊥・ダ∴∴＋ニト

（3）五角柱の地神碑

（ア）上井立（五角柱地神稗）

・建立場所　上井立　井立池北詰

・祀られている神々

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

豊穣を守る神

天照皇大神（あまてらすおおみかみ）

五穀豊穣

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

弘化四　　末　□　　　（1874）

（サ）岸の地神碑

・建立場所　　　岸公会堂の上

・行事　春の社日に地区民が集

まりお面巳りしている。
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（イ）下井立（五角柱地神碑）

・建立場所　下井立　地神橋北角

・祀られている神々

金山彦命（かねやまひこのみこと）

鉱山に宿る神

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

村偶突智命（かぐつちのみこと）

火に宿る神

岡象女命（みつはのめのみこと）

水に宿る神

勺勺乃馳命（くくのちのみこと）

木に宿る神

鉄つくりの職人と関係のある神を

祀っているのではないかと言われて

いる。この地神は、他の地神とは神

様の名前がちがう。

（ウ）岡田（五角柱地神碑）

・建立場所　岡田橋南詰

・祀られている神々

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

天照皇大神（あまてらすおおみか

み）太陽の神

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

豊穣を守る神

輿田中　嘉永二年（1849）

叩一千千で

勤し二、・澗
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（エ）岡田　（五角柱地神碑）

・建立場所　甲努神社境内

・祀られている神々

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

土に宿る神

天照皇大神（あまてらすおおみかみ）

太陽の神

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

弘化四年末八月　　千田講中

・千田地区から移設されたものと推測

される。

・千田地区古老の話では甲賀耕地整理

施行前に荒神様移設と同時期に移動

した。

（オ）山手　（五角柱地神碑）

・建立場所　山手公会堂東側

・祀られている神々

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

天照皇大神（あまてらすおおみかみ）

太陽の神

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

豊穣を守る神

・下山手講中
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（カ）辻　（五角柱地神碑）

・建立場所　共栄橋に至る道路脇

・祀られている神々

岡象女命（みつはのめのみこと）

水に宿る神

天照皇大神（あまてらすおおみかみ）

太陽の神

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

土に宿る神

・天保十二年辛丑年（1841）

二月施工之

（キ）小倉　（五角柱地神碑）

・建立場所　小倉皿出公会堂

・祀られている神々

蒼稲魂命（うかのみたまのみこと）

土に宿る神

埴安媛命（はにやすひめのみこと）

土に宿る神

天照皇大神（あまてらすおおみかみ）

太陽の神

大己貴命（おおなむちのみこと）

農耕の神

少彦名命（すくなひこなのみこと）

農耕の神（病虫害）

【掲載順不同】
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8　北川の古城祉

専門家の調査により「城虻である」と公表されているのは、折敷山（尾敷山）城祉

だけである。その城虻の所在は、小字要害（走出4190～4236番地）である。

『日本城郭大系第13巻』（新人物往来社　昭和55年）に専門家の調査結果が紹介

されている。

地元では、「笠岡史談　2号」（笠岡史談会　昭和44年3月）に折敷山城跡想像図

を発表している。専門家の調査結果と笠岡史談会の想像図がほとんど同じなので、私

たちは、地元の調査記録を手掛かりにして、現地調査をした。

折敷山城跡想像図（「笠岡史談　2号」から転載）
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（1）城址の広さ・全体の様子

本丸跡　　　撮影　H19．11．29

酉の丸跡　　撮影　H19．11．29

たことが推測できる。なお、『日本城郭大系』、

高や面積は、次の通りである。

名　称　　面　積　　　標　高

・本丸　　　5000nf　　65．2m

・西の丸　1300r正　　60．5m

・北の丸　　1000nj

・弓馬　　　　500Ⅰ正　　48．7m

・的場　　　　500nf　　45．2m

現地を訪れると、「想像図」にある

本丸跡、西の丸跡が確認できた。

『日本城郭大系』の記述のように、面積

は、東西100m・南北50mを計測す

ることができた。写真撮影当時は、

柿畑として利用されていた。

北の丸跡は、小高い平地であった

ことは判明できたが、竹林になってい

たので、踏査は不可能であった。

西の丸跡は、畑として利用されて

いた。

本丸の南の端から、二の壇、三の壇

の存在が、はっきり判る。さらに、

本丸と西の丸の間の堀切、本丸と北の

丸との間の堀切（深い谷を掘り、敵の

侵入を防ぐ構造）の存在が、城跡であ

ったことを物語っていた。

この城郭の南側にある弓場（畑地）

や東側にある的場（畑地）という地名

から城の住人たちが、武芸に励んでい

地形図によると、城郭の主な地点の標

＊北川小学校近辺の標高が、24m余

であることから、本丸は麓より40

m程度高いだけなので、敵の侵入を

防ぎにくかったのではないかと思わ

れる。

さて、折敷山城の城主は誰であったのか、誰でもが関心をもつところであるが、

さきの『日本城郭大系第13巻』p436に次のような記述がみえる。

「この城は、天文年間（1532～1555）の頃、有岡氏の居城で、『備中府志』

は、城主有岡新之丞と記している」

＊『備中府志』は、1726～1735年に成立した歴史・地理の本

有岡新之丞城主の後に、小田氏が入城し、地元に相当な貢献をしているので、次に

有岡氏と小田氏の尾敷山城に関わるできごとを調べた。
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（2）小田氏一族及び折敷山城に関わる年表 平成26年9月11日

小田郡誌（昭和16年）を

参照、一部変更・追記

正平24年 ��3c��ﾂ�床上秀清小田庄を給わり来て、小田町に「神戸山城」を築く 
小田秀清、「甲考神社」を再興する。 

天文22年 ��SS8�ﾂ�毛利氏備中に入り「猿掛合戦」穂田・三村氏が講和する 
小田氏が毛利氏の幕下に帰る 

天文中頃 ��村上弾正宗勝、小田氏と薪ヶ原にて戦い村上氏が敗退する（天文年間‥1532～1554） 

弘治元年 ��SSR�小田政情、「岩屋山城」を築く　この年秋、庄豊阿波の三好一類の攻撃により「神戸山城」・ 
「岩屋山城」とも落城し小田政情は、流浪に出る 

永禄8年 ��ScR�小田政清、流浪から本領に立ち帰る 

永禄9年 ��Scb�有岡新之丞、走出村「折敷山城」を出奔する 

永禄10年 ��Scr�備前「明神寺山合戦」で宇喜多直家が勝利、三村軍は大敗する　この役で小田小太郎が 
戦死する　有岡右京（新之丞の弟）と名越修理が小太郎の遺骸を受け取り帰る 

永禄11年 ��Sc��小田政清、高清の父子が甲考村の「神護寺本堂」を再建する 

永禄12年 ��Sc��小田又六乗清が走出の「浄瑠璃山」へ梵鐘を寄進する 

元亀2年 ��Ss��毛利元清、「松山城」を陥す　城主、庄高資以下は戦死する（6月毛利元就卒去する） 9月「斎田城合戦」で宇喜多直家が勝利、毛利元清は大敗する 

10月「斎田城」陥落して毛利氏の所有に帰する 

天正2年 ��SsB�毛利氏の三村氏の征伐、「猿掛城」が陥落する　毛利輝元、小田町に来て本陣とする 
「神戸山城」は小田民部少輔高清、また「馬鞍山城」は小田孫兵衛元家が守る 

天正3年 ��SsR�川上郡「園吉城」が陥る　毛利輝元、成羽に布陣後小田に帰り更に猿掛城に入り本陣 
とする　毛利元清が「猿掛城」の城主となる 

天正5年 ��Ssr�小田小次郎、小早川隆景に従い讃岐「元吉城合戦」に出陣する 

天正6年 ��Ss��小田孫兵衛、播州「上月城合戦」に出陣する「上月城」は陥落し尼子勝久は自刃する 

天正8年 ��S���備前「虎倉城合戦」で小田孫兵衛が負傷する 

天正9年 ��S���小田又六乗清が走出村の「艮神社（武宮神社）」を再建する 
「神戸山城」の5代城主、小田政情が卒去する 

天正10年 ��S�"�備中「高松城」水攻、清水宗治が自刃する、東西両軍の講和が成立して戦いが終結する 

天正11年 ��S�2�「折敷山城」は有岡右京、名越修理また「岩屋山城」は小田孫兵衛元家が守る （中国兵乱記（中島記） 

「高松城」に関する講和条件について東西両軍が協議する 

天正15年 ��Sビ�小田孫兵衛元家が甲等村「神護寺本堂」を瓦葺とする 

文禄2年 ��S�2�朝鮮征伐、毛利元清、小田孫兵衛（毛利輝元の幕下に所属）が朝鮮に渡海する 

文禄3年 ��S釘�小田孫兵衛が毛利輝元の御鷹預かりを命ぜられて帰朝する 

文禄4年 ��S迭�小田孫兵衛が芸州小田へ移封となる 

慶長5年 ��c���「関ヶ原の合戦」、西軍が大敗する　小田孫兵衛は、浪人となる 
備中国は、幕領地となり、小堀新助正一が代官として「松山城」で治める 

慶長7年 ��c�"�甲考村は、岡越前守の領地また走出村の大部分は、棒材監物の領地となる 
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（3）折敷山城の城主に関わる有岡氏・小田氏の家系図　　　　　　　　　平成22年7月1日

亙圃氏の家系図＿

池田筑後守

闘．1号充
摂州池田、有岡城
に居す
有岡に改姓する

有岡薪之丞　　　有岡豊後守

正経一一一禦岩窟2代議巌山城主（定温

毛利家に仕える

有岡右京

望岩畳
政所山城主（新賀）

摂津池田城
現在の大阪府池田市にあった。
池田氏の居城であったが、永禄
11年（1568）織田信長の攻撃に

より、落城するが、城主の池田勝
正は、信長の家臣となり、池田城
を守った。その後、荒木村重が
元亀4年（1573）信長に認められて
摂津国の守護大名となり、勝正を
追放してその弟池田知正を家臣
にして、村重の居城とした。

蓮田氏の家系匝

紀左衛門五郎－

：秀清の曽祖父は石
！清水八幡宮の一山
：百坊を治める僧侶
：伯母は、三代将軍

僧幣親に

床ノ上小松
塾生秀清

資料は、次の図書類等を照合して作成した
・『有岡家系図』正保2年（1645）有岡家5代経親氏

記述の資料
・小田郡誌（昭和16年）

■小田氏家系図・小田氏7代の事績（笠岡市史より）

・『小田氏年表』正徹を顕彰する会（矢掛町小田）
・ネット情報（フリー百科「ウイキペディア」）ほか

毛利家に仕える

有岡九郎兵衛
ツネ　モト

嫡男
4代嘉島示寸に移住（翫完言636没）

摂州有岡城
現在の伊丹市、JR伊丹駅前あった。
伊丹一族の居城伊丹城であったが
織田信長の配下、荒木村重が天正
2年（1574）攻め奪い”有岡城”に改

名し村重の居城とした。その後、村
重は信長に謀反し毛利方についた
かどで織田勢に攻められて天正7年
（1579）逃亡し、有岡城は落城した。

折敷山城主（走出）
天文年間（1532～1554）頃、有岡新之丞；

が城主であった。（備中府史）

正平24年（1369）

地頭として小田に入
部、神戸山城を築き
4ケ村（小田、甲努、
山口び新賀）を領した。

有岡弥三郎
ツネ　チカ

経親

有岡家の系図では
有岡正経（新之丞）は
毛利氏に随任して長門
に移住とある。

毛利家の移封
慶長5年（1600）関ヶ原
の戦いで西軍が敗れ、
毛利輝元は、周防と長
門の2ヶ国、37万石に
減封されて長門に移住

上線介　　　　　治部太輪　　　　中務少輔

康清一　　3代一重清一一　組勝清

姓を小田に改名　弘治元年（1555）

岩屋山（観音山）

信清（冨議，豊富欝戸山
幼より京に上り、和歌及
び国文学を研究し室町
時代に於ける代表的歌
人となり、名を正徹と改
めた。

治部太輔
一一五氏政清

弘治1～永禄8年

（1555～1565）

流浪に出る。
永禄8年（1565）

馬鞍山城（山口）
を築き住む。

永禄9年（1566）

有岡新之丞が
折敷山城出奔
した後、政清が
隠居して居住する。

小太郎
永禄10年（1567）備前

明輝寺の合戦で戦死
有岡右京、名越修理
が小太郎の遺骸を貰
い受けに出向く。

高清（小二郎卜皿元家（孫兵衛）
天正2年（1574）神戸山

城主。永禄11年（156
8）神護寺の本堂を再建。

紀朝臣

乗清（又六）
折敷山城主
永禄12年（1569）浄瑠璃山

延福寺（持宝院）に梵鐘を
寄進する。天正9年（1581）
艮神社（武宮神社）を再建。

天正11年（1583）岩屋山

城主。
天正15年（1587）神護寺
の本堂を瓦葺きにする。
朝鮮征伐で毛利の幕下
として朝鮮に渡海する。
文禄3（1594）毛利家の

御鷹預りの命により帰朝
文禄4年（1595）芸州小

田へ移封となる。慶長
5年（1600）浪人となる。

－65－

天正11年（1583）折敷山城

は有岡右京、名越修理が
守る。（中国兵乱記中島

慶長5年の関ヶ原の戦い後
当地は幕領地となり、慶長
8年（1603）小堀備中代官
の下で楢村監物が居城す

る。




